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 マイナンバー制度スタートに便乗した「マイナンバー詐欺」が全国で多発しています。実際に発
生した詐欺を紹介します。 

 

 役所の職員を名乗る男から「あなたのマイナンバーが流出している。登録を抹消するには第
三者の名義を貸してもらう必要がある」と電話があった。女性は教えられた番号に電話して

名義貸しを依頼。その後「名義貸しは犯罪になり、逮捕される」と電話があり、解決するため

の現金を要求された。 
 

 「あなたのマイナンバーが漏れている。警察が捜査中」との不審な電話があった。また、「あな
たのマイナンバーを不特定多数の人間が把握している。」として流出したかのように脅す電

話がかかってきた。いずれも市役所や警察への相談で未然に防いでいる。 
 

 公的な相談窓口を名乗る人物から、電話で偽のマイナンバーを伝えられた。その後、別の男
性から「公的機関に寄付をしたい」「マイナンバーを貸してほしい」と連絡があり教えた。その

後、寄付を受けたとする機関を名乗る人物から連絡があり、「マイナンバーを教えたことは

犯罪にあたる」と現金支払いを要求され、郵送と手渡しで数百万円を払ってしまった。 

～被害に遭わないために～ 
 マイナンバーの通知や利用の手続きで、行政機関が講座番号・家族構成等の個人情報を電

話口で聞くことはありません。ＡＴＭの操作をお願いすることもありません。 

 「マイナンバーが漏れている」「マイナンバーを貸してほしい」は、劇場型のマイナンバー詐欺

の可能性があります。注意してください。 

 不審な電話があれば、あわてずに市町村や警察に連絡をお願いします。 

 

マイナンバー制度を利用した詐欺に注意!! 


